
 

 

シリーズ第 11回 

白鷺・琴陵地域 

この研修会は、主に介護職と医師の顔の見える関係づくりができ、介護職が

気兼ねなく、必要な時に、適切な連携(情報共有や相談)ができるようになること

を目的として、シリーズで開催しています。今回は、姫路市白銀町（白鷺・琴陵地

域）のかいほつ内科クリニック 院長 開發 謙次 医師に、  自院

の特徴や在宅医療についてお話しいただき、多職種 43 名の方々にご参加いた

だきました。 

開催日時：2026 年 5 月１9 日（火）14：00～15：00 会場：姫路市総合福祉会館 

・自己紹介 

  趣味はサッカー、サイクリング。最近ギターも始めました。病院での勤務経験を活かし、標榜科目は 

内科、疼痛緩和、腫瘍内科で、循環器内科を専門科目としています 

・クリニックの特徴 

① 外来から在宅に至るまで一貫して診ることができる ② 午後からの時間を訪問診療にあてている 

ため時間をかけた対応が可能 ③ 心不全など末期心不全を含めた管理に長けている 

・訪問診療の特徴 

① 訪問診療開始前の面談（可能な限り本人・家族と一緒に。診療の説明や本人の意向を伺っています） 

② 患者意思決定支援（ACP の内容も含む） 

③ 患者情報の共有（MCS などの情報共有ツールを活用。ACP の情報も記載するようにしています） 

④ オンライン診療（iPhone や MCS を活用して、D（医師） to P（患者） with N（看護師）で実施） 

⑤ 心不全（末期心不全患者も含む）患者への診療 

⑥ 連携先の訪問看護ステーション、居宅介護支援事業所は、特に限定はしていません 

＊「患者・家族と心を通じ合わせること」「病状や方針などを説明し、十分に理解し意思疎通を図ること」 
を大切にしています 

・・・などなど、映像や事例なども交えながらお話しくださいました 

 

《アンケートより 一部抜粋》 

・開發先生の人柄に触れることができ、連絡しやすく感じました。 

・訪問診療への繋げ方や、かいほつ内科クリニックのことがよく分かりました。 

・オンライン診察を既に始めている医師がおられることを知ることができた。 

・訪問診療開始時に、ACP について本人•家族に説明して下さるのは、ケアマネとしてはとても助かる、 

と思いました。 

・地域の往診や訪問診療医が本人や家族の心の支えになっていることがよく理解できた。 

 

かい ほつ   け ん じ 

 

★次回の「地域の往診・訪問診療医を知ろう！」は、令和 8 年 7 月 30 日(木) 辰巳クリニック 辰巳嘉章医師です★

★ 

地域の往診・訪問診療医を知ろう！ 

かいほつ内科クリニック 報告 

・多職種へのメッセージ 

それぞれの専門性と視点を持ち寄り、同じ方向を見て患者さんとご家族に寄り添うことが、在宅医療

の力だと感じています。日々の小さな気付きや変化を大切に共有し合いながら、安心してその人らし

く過ごせる時間を一緒に支えていきましょう。これからもどうぞよろしくお願いします。 

 


